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小林　隆議員

防
災
対
策

地震津波対策の課題・検討事項は
災害弱者の避難対策など検討

高齢者対策

お
座
敷
広
場
の
充
実
を

地
域
の
協
力
体
制
が
必
要

質
問

地
震
津
波
対
策
に
つ

い
て
、
次
の
点
を
問
う
。

①
過
去
の
訓
練
で
の
問
題
点
は
。

②
避
難
通
路
の
確
保
と
避
難
標

識
の
設
置
は
。

③
避
難
所
で
耐
震
診
断
を
必
要

と
す
る
施
設
は
。

④
緊
急
物
資
の
確
保
は
。

⑤
子
供
達
の
防
災
訓
練
へ
の
参

加
指
導
は
。

沼
崎
町
長

①
課
題
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
は
、「
町
民
の
参

加
が
少
な
い
」「
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
障
害
者
、
身

体
の
不
自
由
な
人
の
迅
速
な

避
難
」「
訓
練
の
日
時
や
内

容
の
見
直
し
」
な
ど
で
あ
る
。

②
避
難
通
路
は
、
広
報
な
ど
を

通
じ
て
地
区
住
民
に
周
知
。

避
難
標
識
は
、
各
地
区
に
は

設
置
し
て
い
る
が
、
設
置
個

所
と
数
の
見
直
し
も
必
要
。

③
該
当
施
設
は
四
施
設
あ
る
が

耐
震
診
断
は
行
っ
て
い
な
い
。

④
備
蓄
し
て
い
る
非
常
食
品
は
、

レ
ト
ル
ト
食
品
約
一
千
食
、

乾
パ
ン
五
百
缶
、
簡
易
ト
イ

レ
二
千
人
分
、
毛
布
六
百
十

五
枚
な
ど
で
あ
る
。

⑤
地
震
津
波
災
害
に
対
す
る
町

民
の
危
機
意
識
の
低
下
や
風

化
、
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
参
加

の
た
め
な
ど
考
え
ら
れ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
供
会
へ
の
参
加

を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

質
問

高
齢
者
は
お
座
敷
広

場
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
今

ま
で
開
催
し
た
中
で
参
加
者
は

予
定
の
何
割
が
出
席
し
て
い
る

か
。
要
望
が
あ
れ
ば
増
や
す
考

え
は
あ
る
か
。

沼
崎
町
長

高
齢
者
の
増
加

に
よ
り
、
一
人
暮
ら
し
老
人
な

ど
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
を
図
る

た
め
、
お
互
い
の
交
流
の
場
を

提
供
し
、
老
人
の
方
々
が
元
気

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
平
成
十
二
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
七
十
歳
以
上

の
高
齢
者
が
対
象
で
、
二
十
三

地
区
で
年
一
回
実
施
し
て
い

る
。
平
成
十
六
年
度
の
参
加
者

は
、
八
百
三
十
六
人
で
、
参
加

率
は
約
三
割
で
あ
る
。

要
望
が
あ
れ
ば
増
や
す
考
え

は
あ
る
か
と
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
協
力
体
制
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
検

討
課
題
と
さ
せ
て
ほ
し
い
。

２月に行われた荒川
地区のお座敷広場

災害弱者の迅速な避難が今後の検討課題
（昨年行われた総合防災訓練の様子）


